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「安心と希望の医療確保ビジョン」具体化に関する検討会  

開催要綱   

地域医療や必要な医師の確保には、将来を見据えた改革が必要である  

ため、本年1月から会議を開催し、本年6月に「安心と希望の医療確保  

ビジョン」をとりまとめたところ。この検討会においては、このビジョ  

ンに盛り込まれた各種施策の具体化に向けて検討を進めていく。  

直二二重頭   

厚生労働大臣、厚生労働副大臣、厚生労働大臣政務官及び構成員（別  

紙）で構成する。  

声・、逗享  

本会議の庶務は、厚生労働省医政局で行う。  

議事は公開とする。   



（別紙）  
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医師不足や救急医療に対する不安など、医療に関する様々  ○ 平成18年度の医療制度改革以後、   
な問題が指摘。  

○ 
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童戯畠し、10回にわたる議喜  

～3本柱～  Ⅱ．具体的な政策   

①医療従事者の数と役割   
医師数の増加（H9年間議決定の見直し）、医師の勤務環境の改善（女性医師の離職防止僧職支援）、診療科の  
バランスの改善等（産科■小児科等の増員方策の検討、麻酔科標模の規制緩和）、  
職種間の協働・チーム医療の充実等  

②地域で支える医療の推進   
救急医療の改善策の推進（量的一質的な充実、地域全体でのトリアージ、夜間・救急利用の適正化）、「地域完結型  
医療」の推進（医療計画に基づく医療連携体制の推進（地域連携クリテイカルパス）、診療所機能の強化）、  
在宅医療の推進、地域医療の充実・遠隔医療の推進 等  

③医療従事者と患者・家族の協働の推進  
患者や家族の医療に関する理解の支援 等   医療の公共性に関する認識、  相互理解の必要性、  




